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高校入試の新動向と
中学校における授業改善

大阪市立南港北中学校
イ ホンジュン

教諭 李 洪俊

先生のための冬の経済教室
-in Tokyo- 2019.12.26 本日の流れ

１．新学習指導要領の方向性と
入試問題分析の視点

２．公立高校入試問題の新傾向

３．新傾向を見据えた授業提案
（私案）

学習指導要領が求める授業改善を必要と
する入試問題とは？

学習指導要領

要領に対応する
授業改善

入試問題で問う

学習指導要領

入試問題

入試問題に対応
する授業改善

従来
通り

通常 現場の発想

改訂の方向性からのキーワードは

主体的・対話的で深い学び
思考力・判断力・表現力の育成
社会的な見方・考え方 学びに向かう力
人間性の涵養 汎用力 未来を創る

など

これらの力が使われないと解答できな
いような入試出題か？
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３つの視点で入試問題を分析する試み

視点１

視点２

視点３

注入型から主体的な学びが必要
となる（人間力の涵養）出題か

思考力・判断力・表現力を使わな
いと解答できないか出題か

社会的な見方・考え方を働かせ、そ
して汎用力を必要とする出題か

公立高校入試問題の新傾向

2-1 入試問題の特徴（公民的分野中心に）

１．記号問題から記述式へ

２．最近の話題や時事問題が多い

３．新しいグラフや最新の統計資料

４．リード文・説明文が長文

５．三分野融合・教科横断問題が増えている

今までの知識中心の出題であれば‥‥

今年度の
千葉県の問題

知識注入で
対応できる

基本的に多い

なぜならば
採点が簡単！
60～80％‥

記号式から記述式へ変わった問題例
このパターンの問題としては、⼭形県⼤問6の２(1)
などがある。
問題を、図と（ ）空きの説明⽂で構成する。
(1)  需要曲線、供給曲線、均衡点が分かる図
(2) 市場の価格調整プロセスを⽰す説明⽂
ある価格の下では超過需要が発⽣している。市場では、
その価格から上昇し、（ ）する均衡価格に
徐々に近づいていくと考えられる

従来の記号選択式問題であれば、（ ）の中に⼊る⽂章
の候補が与えられていて、その中から適切な説明⽂を選ぶ⽅
式であったが、
記述式のこの問題では、（ ）に⼊る⽂章を書かせる出
題になっている。
解答例としては、「需要量と供給量が⼀致」、あるいは「需
要曲線と供給曲線が交差」などが考えられ、⽐較的単純な⽂
章の書き⼊れを求めている。
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（群馬県 ７）意味を書かせる問題
(4)下線部（ｃ）について、健太さんはメ
ディアリテラシーに着目した。メディアリ
テラシーとはどのようなことか、簡潔に書
きなさい。

（解答例） マスメディア等の発する
情報について的確に判断し活用する能力
のこと ※「フェアトレード」の例もあり。

基本語句を文章にする問題。書くことを苦手と
する生徒からすると厳しいのかも（ネットワー
ク「ニュースマガジン129号」）。10～20％ほど
思考力？文章力？

【福井県 大問４】（資料ｐ１～ｐ２）

２．時事問題・多様な資料・長文・総合問題

（ここから別紙資料を参考にしてください）

福井県は、一工夫加えた出題をする県である。
大問４・「働き方改革」に関する労働問題

・地元の福井県（共働きが多い）の特色
・訪日外国人の対応を問う（グローバル社会）
・問(6)は調査に必要でない資料を問う情報リ

テラシーに関係問題
・問(7)が提案する理由を３つの資料に関係を

関連付けて記述させる問題
【視点①主体・涵養②思判③見方】

授業では、寄り道（他との比較）をしながら、多面的
多角的なアプローチが必要である。グループ学習で、
ジグソー法が考えられる。
（多様な答えの可能性と解答の微妙な表現をどう採点
すのか、採点者はたぶん大変だろう）
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【石川県 大問６】（資料ｐ３）

下線部を見なくても解答できるが‥

石川県も、例年おもしろい思考力を問う問題が多い
大問６・問１～問４は、普通の問題

・問２の模範解答は、疑問あり⇒思考力を問うた
めには安い賃金の国や労働力不足のため海外に
移転する」という移転理由の記述を求めたい。
そのための資料が必要だが 【視点③見方】

・問５は、文章が理解すれば必要とされる答えは
出てくる。

・Ⅲの模範解答は、この資料だけで書けるのだ
ろうか？地方交付税交付金や国庫支出金の資料
や歳出の内容があれば可能だと思うが…。

・地方公共団体の課題解決を考えさせるために
は着目点が良い。税金の分配からどんな地方自

治の将来を見通しているのだろうか？
【視点②思判・③見方】

2018年度の国際貿易に
関する出題（資料ｐ４）

13 14

15 16



冬の経済教室2019

5

【長野県 大問４】（資料ｐ５～ｐ８）

※３はSGDｓを取り上げている

大問４
(1)は文章の穴埋め
次の(2)もグラフの読み取り、記号を選択するという単

純な問い
内容は、資料の意味を読みたらせる意図が見える。
会話文と各資料から、自分たちの将来を考えさせる

(3)の①は、エネルギーに関する歴史的分野との複合で
「産業革命」の意味を読み取る選択問題。
次の②が特徴的な入試問題
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この②の課題が、課題から資料を活用して問題点の指摘
と解決策までを資料を根拠に書かせようとするもので、
学習指導要領の方向に従った問題だといえる。
【視点①主体②思判③見方・汎用】

（※ただし、しっかり書かせる問題だけに、曖昧な表現
で書かれた解答に対して、採点基準・配点はどのように
するのだろうか？）

2018年度「社会保障の給付水準と税負担」
(資料ｐ８～ｐ１

０)
⼿順１〜３ 選択⇒資料選び⇒理由
選択肢 ア負担⼤・給付維持

イ⼩・下 ウ⼤・上 エその他
資料①⼈⼝変化 ②給付の外国との⽐較

③財源の推移 ④悩みや不安

2019年度「地球温暖化対策のための税」
（資料ｐ１０～１２）

⼿順１〜３ 資料選択⇒⽴場表明（４つから）
⇒理由

資料①⼆酸化炭素排出量 ②エネルギー消費量
③国際社会の取り組み ④各⽴場の考え

長野県は、入試問題の傾向

・今日的な社会課題に対する解決策を選択させる

・根拠や理由を一定の手順・条件で書かせる
（2018年度「社会保障の給付水準と税負担」
2019年度「地球温暖化対策のための税」）

・限られた条件と与えられた資料から

プラス面・マイナス面の両面から考えさせる
⇒深い学びが必要な出題である。
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公立高校入試問題の新傾向（再掲）

2-1 入試問題の特徴（公民的分野中心）

１．記号問題から記述式へ

２．最近の話題や時事問題が多い

３．新しいグラフや最新の統計資料

４．リード文・説明文が長文

５．三分野融合・教科横断問題が増えている

疑 問（採点は除いて）

１．社会科より国語（力）の問題？

２．総合問題は常識で解ける？

３．社会科・三分野の特色がなくなる？

社会のしくみや制度の問題⇒
教科横断・問題解決型が増える

課題が、社会的で一般化すると⇒
答えは常識的になる

資料や説明文が長い⇒
読解と意味の把握に時間がかかる
記述は文章力？

最近の特徴 ①記述式②時事問題③統計資料
④長文⑤融合・教科横断

３．新傾向を見据えた授業提案

１．文章や統計資料・グラフの多読

２．時事問題＋地理的分野、歴史的分野
との連結

３．基礎基本用語の文章化（書かせる）

教科書を読む、資料・グラフに触れる、調
べ学習をする。家庭学習を活⽤する。

１年⽣から、新聞（時事問題）を活⽤し、
短⽂で、まとめる練習。

⽳埋めをやめて、基礎基本⽤語を説明⽂に
するなど、書く練習へ。

課題解決学習、提案する学習の
ためのテーマ

（今年度）
・グローバル化・為替レート・貿易問題、
・少子高齢化・財政問題・消費税
・国債残高問題・少子化・移民や難民問題
・外国人労働者と共生・裁判員制度
・1票の格差・働き方改革・地球温暖化
・エネルギー問題
・ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標） など
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（予想）首里城の炎上⇒文化財保護
世界遺産 東京オリンピック ＩＲ
大阪万博 働き方改革⇒年金問題
ＥＵ離脱 格差社会 自然災害
貿易戦争 など

［授業の流れ］

課題設定(時事問題など)‥情報収集が必要

⇒調べ学習(反転学習)‥家庭学習が必要

⇒討論・利点／問題点‥時間がかかる

⇒解決策の提案・発表‥ルーブリックやポートフォ

リオなどによる評価

今年12月4日（水）
Ｍ新聞の朝刊の第１面

長文読み書き減 要因か

⽇本「読解⼒」急落１５位
過去最低タイ 理数系上位維持

また、長文の読み書きの対応の取り組みが現
場に要請されるかも

最後に、手っ取り早い方法として、これらの
入試問題をまとめとして使って復習する方法
もある。

ありがとうございました。

授業実践例の紹介（モデルの１つとして）

2019「先生のための経済教室」

●中学校３年間の探究活動
～卒業レポートに向けて～

⼤阪市⽴咲くやこの花中学校
川村 由美⼦ 教諭

●ＮＩＥを活用した探究活動から社会討論へ
⼤阪府島本第⼀中学校

飯島 知明 教諭
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